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　 　　 　 安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い

●● 本書の一部または、本書の一部または、全部を無断で複製、全部を無断で複製、複写、複写、転載、転載、改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。

●● 本書の内容および製品の仕様、本書の内容および製品の仕様、意匠等については、意匠等については、改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。

●● 本書の内容については、本書の内容については、万全を記し て作成いたし まし たが、万全を記し て作成いたし まし たが、万一ご不審な点や誤り 、万一ご不審な点や誤り 、  記載漏れなどお気記載漏れなどお気

付きの点がございまし たら 、付きの点がございまし たら 、ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。

●● 本書に記載さ れている各種名称、本書に記載さ れている各種名称、会社名、会社名、商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。

！

火災の原因に な り ま す火災の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気が多い所には置かないでく だ さ い。湯気が多い所には置かないでく だ さ い。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、高温の場所で使用し たり 放置し ない高温の場所で使用し たり 放置し ない

でく だ さ い。でく だ さ い。

◆◆ たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないでく だ さ い。内部に異物を入れないでく だ さ い。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。

感電や怪我の原因に な り ま す感電や怪我の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないく だ さ い。内部に異物を入れないく だ さ い。

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。

◆◆ 設置、設置、 移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、 周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。

万一、万一、発熱を感じ たり 、発熱を感じ た り 、煙が出ていたり 、煙が出ていたり 、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、

ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。

故障やエ ラ ー の 原因に な り ま す故障やエ ラ ー の原因に な り ま す

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。
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第１ 章　 はじ めに第１ 章　 はじ めに

  第１ 章第１ 章　 はじ めに　 はじ めに

１ －１ 　 概　 要１ －１ 　 概　 要

こ の度はこ の度は､､TRS-T/FATRS-T/FA を お買い上げいただき ま し てあり がと う ご ざ いま し た 。を お買い上げいただき ま し てあり がと う ご ざ いま し た 。

TRS-T/FATRS-T/FAはは､RS232C､RS232C とと RS422,RS485RS422,RS485 の信号レベルの変換を行いの信号レベルの変換を行い､､異なる通信規異なる通信規

格の接続を可能にする電源内蔵型のイ ン タ ーフ ェ イ ス です。格の接続を可能にする電源内蔵型のイ ン タ ーフ ェ イ ス です。

TRS-T/FATRS-T/FAはは､､TRS-T(RHoS)TRS-T(RHoS)の後継機であり 、の後継機であり 、 形状、形状、 通信仕様など は全く 同等で通信仕様など は全く 同等で

すので、すので、 そ のま ま置き換えが可能です。そ のま ま置き換えが可能です。

第第11章は章は､､特徴が記述さ れていま す。特徴が記述さ れていま す。第第22章は章は､､構成構成､､物理的仕様が記述さ れていま す。物理的仕様が記述さ れていま す。

第第33章は章は､､接続機器によ り 予め設定が必要なディ ッ プ ス イ ッ チの解説が記述さ れてい接続機器によ り 予め設定が必要なディ ッ プ ス イ ッ チの解説が記述さ れてい

ま す。ま す。 第第44章は、章は、 他の機器と の接続に必要なコ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス について記他の機器と の接続に必要なコ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス について記

述さ れていま す。述さ れていま す。

RoHSRoHS指令と は指令と は

20032003 年年11月、月、 EU (EU (欧州連合欧州連合) ) は電子電機機器に含まれる特定有害物質は電子電機機器に含まれる特定有害物質  ※※    のの

使用を制限する制定を可決いたし ま し た 。使用を制限する制定を可決いたし ま し た 。

同指令は同指令は 20062006 年年77 月月11 日よ り 施行さ れ、日よ り 施行さ れ、 そ れ以降特定有害物質を含む対象製それ以降特定有害物質を含む対象製

品は原則と し て同地域では販売する こ と ができ ま せん。品は原則と し て同地域では販売する こ と ができ ま せん。

※※ 特定有害物質特定有害物質66品種品種

「 鉛「 鉛・・水銀水銀・・カ ド ミ ウ ムカ ド ミ ウ ム・・六価ク ロ ム六価ク ロ ム・・PBB (PBB (多臭素化ビ フ ェ ニ ール多臭素化ビ フ ェ ニ ール ) ) ・・

  PBDE (  PBDE (多臭素化ビ フ ェ ニ ルエ ーテル多臭素化ビ フ ェ ニ ルエ ーテル) ) 」」
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第１ 章　 はじ めに第１ 章　 はじ めに

１ －３ 　 梱包品目１ －３ 　 梱包品目

TRS-T/FATRS-T/FA にはには､､以下の品目が含まれます。以下の品目が含まれます。 品目品目､､数量を ご確認下さ い。数量を ご確認下さ い。

不足がある場合は不足がある場合は､､販売店も し く は弊社営業部までご連絡下さ い。販売店も し く は弊社営業部までご連絡下さ い。

◆◆ TRS-T/FATRS-T/FA本体本体 11 台台

◆◆ ユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル  ( (本誌本誌)) 11 冊冊

◆◆ LL字固定金具字固定金具 11 セッ トセッ ト  (2 (2 個個))

◆◆ ディ ッ プ ス イ ッ チ保護フ ィ ルムディ ッ プ ス イ ッ チ保護フ ィ ルム 22 セッ トセッ ト

ディ ッ プ ス イ ッ チを湿気や塵から 保護するためのフ ィ ルムです。ディ ッ プ ス イ ッ チを湿気や塵から 保護するためのフ ィ ルムです。

通信設定の変更を行う 時に使用し ま す。通信設定の変更を行う 時に使用し ま す。

１ －２ 　 特　 徴１ －２ 　 特　 徴

◆◆ 調歩同期調歩同期 ( (非同期非同期) RS232C) RS232C とと RS422,RS485RS422,RS485 の信号レベルの変換を行います。の信号レベルの変換を行います。

◆◆ RS232CRS232C側コ ネク タ は、側コ ネク タ は、 Dsub9Dsub9 ピ ン オ ス で、ピ ン オ スで、 ス イ ッ チによ りス イ ッ チによ り DTEDTE//DCEDCE の切換がの切換が

可能です。可能です。

◆◆ RS422,RS485RS422,RS485コ ネク タ は、コ ネク タ は、55ピ ン の端子台で、ピ ン の端子台で、マ ルチド ロ ッ プ接続時のマ ルチド ロ ッ プ接続時の 22線線//44線線

の切換、の切換、 RS232CRS232C側側RTSRTS//DTRDTR ラ イ ン によ る送受信制御の選択が行えます。ラ イ ン によ る送受信制御の選択が行えます。

◆◆ RS422,RS485RS422,RS485 側は、側は、 最大最大1200m1200m、、 接続台数接続台数3232 台ま で可能です。台ま で可能です。

◆◆ RS422,RS485RS422,RS485 側は、側は、 電源部、電源部、 RS232CRS232C部よ り 絶縁さ れていま す。部よ り 絶縁さ れていま す。

◆◆ 過酷な動作環境での使用が可能です。過酷な動作環境での使用が可能です。

◆◆ 55年保証です。年保証です。
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  第２ 章第２ 章　 物理的仕様　 物理的仕様

２ －１ 　 仕　 様２ －１ 　 仕　 様

２ －２ 　 コ ネ ク タ 仕様２ －２ 　 コ ネ ク タ 仕様

◆◆ 動作条件動作条件 温度　 －温度　 －2020 ～＋～＋7070℃℃

湿度　 耐防湿／耐結露湿度　 耐防湿／耐結露

塵　 　 耐防塵塵　 　 耐防塵

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 AC85VAC85V～～264V (50264V (50//60Hz)60Hz)

◆◆ 消費電力消費電力 AC100VAC100V時　 約時　 約3W3W

◆◆ 寸　 法寸　 法 横横：： 156mm156mm　 高さ　 高さ ：： 33mm33mm　 奥行　 奥行：： 146mm146mm

((コ ネク タ 等突起物含むコ ネク タ 等突起物含む ))

◆◆ 重　 量重　 量 約約600g600g

◆◆ 耐ノ イ ズ耐ノ イ ズ RS422 (RS485) RS422 (RS485) イ ン タ ーフ ェ イ スはイ ン タ ーフ ェ イ スは IECIECレ ベルレ ベル 44対応対応

◆◆ 最大通信速度最大通信速度 116Kbps116Kbps

※※ IECIEC レ ベルレ ベル 44規格試験と は規格試験と は

サージ試験サージ試験 ：： IEC61000-4-5IEC61000-4-5 +/-4KV+/-4KV

静電気試験静電気試験 ：： IEC61000-4-2IEC61000-4-2 +/-10KV+/-10KV

EFT/BEFT/B試験試験 ：： IEC61000-4-4IEC61000-4-4 +/-2KV+/-2KV

Dsub9ピ ン オ ス  (DTE / DCE切換可能)

取付ネジ： #4-40 UNCイ ン チネジ

5ピ ン 端子台 (2線 / 4線切換可能)

取付ネジ： M3×6ミ リ ネジ

コ ネク タ イ ン タ ーフ ェ イ ス

RS232C

RS422,RS485

※※ AV125VAV125V以上でご使用の場合は、以上でご使用の場合は、本体プ ラ グ を対応する電圧形状のものに交換し本体プ ラ グ を対応する電圧形状のものに交換し

て く だ さ い。て く だ さ い。

本機で使われている プ ラ グは、本機で使われている プ ラ グは、 AC125VAC125Vまま   での対応と なっ ており までの対応と なっ ており ま   す。す。



44

第２ 章　 物理的仕様第２ 章　 物理的仕様

２ －３ 　 形状、２ －３ 　 形状、 外観図外観図

◆◆ 外観図外観図

縮尺Free

(単位:mm)

TRS-T/FA
RS232C/RS422・RS485 LEVER CONVERTER

ISOLATER SURGE PROTECTOR

ケ
ー
ブ
ル
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ク
タ
、
ス
イ
ッ
チ
服
務
と
1
4
6
）

152（ 取付ネジを 含むと 156）

2
8

3
3

RS232C TXD+ TXD- RXD+ RXD- FGAC100V

50/60Hz
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◆◆ 固定金具寸法固定金具寸法

◆◆ DINDIN レ ール取付穴位置レール取付穴位置

※※ 取付金具取付金具【【 DRA-1DRA-1】】 は別売オプ ショ ン です。は別売オプ ショ ン です。

1
8 9

91
8

25 84

134

15 104 15

R2R2

R2 R2

2-8
R1.75

2- 3.5

取り 付け金具寸法は左右同一

4-M3

(DINレ ー ル金具用）

83

47

36

4.5
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第３ 章　 ディ ッ プスイ ッ チの設定第３ 章　 ディ ッ プスイ ッ チの設定

  第３ 章第３ 章　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の設定　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の設定

TRS-T/FATRS-T/FAは、は、 基板上のディ ッ プ ス イ ッ チを設定する こ と によ り 、基板上のディ ッ プ ス イ ッ チを設定する こ と によ り 、

①① RS232CRS232C ピ ン ア サイ ン のピ ン ア サイ ン の DTEDTE//DCEDCE切換切換

②② RS422RS422//RS485RS485 側の送受信制御である側の送受信制御である RS232CRS232C機器の機器の RTSRTS//DTRDTR信号の選択信号の選択

③③ RS422RS422//RS485RS485 の切換の切換

④④ 送受信制御の有無送受信制御の有無

⑤⑤ 終端抵抗の有無終端抵抗の有無

⑥⑥ バイ ア ス抵抗の有無バイ ア ス抵抗の有無

の設定が行え、の設定が行え、 シス テム、シス テム、 接続機器の状態に応じ た選択が可能です。接続機器の状態に応じ た選択が可能です。

Dsub9ピ ン

↑ON

↓OFF

(1)

(0)

5ピ ン 端子台

DIPSW1 DIPSW2

1 2 3 4 5 6

●N ECE

1 2 3 4 5 6 7 8

●N ECE

U
75
8
31

U
75
83
1
U
7
5
83
1
U
7
58
31

図図11：： PCBPCB内ディ ッ プ ス イ ッ チの配置内ディ ッ プ ス イ ッ チの配置
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RS232CRS232Cのピ ン配列をのピ ン配列を DTEDTE配列と するか配列と するか DCEDCE配列配列

と する か を 選択し ま す。と する か を 選択し ま す。

RS422RS422//RS485RS485 の送受信制御をの送受信制御を RS232CRS232C 側の側の RTSRTS

で行う か、で行う か、 DTRDTRで行う かを選択し ま す。で行う かを選択し ま す。

←出荷時設定←出荷時設定

←出荷時設定←出荷時設定

ご 注意ご 注意 SW1SW1のの 55、、66は絶対には絶対に 1111に設定し て使用し ないでく だ さ い。に設定し て使用し ないでく だ さ い。信号線がショ ー信号線がショ ー

ト し て 、ト し て 、 機器を破損する こ と があり ま す。機器を破損する こ と があり ま す。

1234 DTE / DCE選択

1010 DTE

0101 DCE

SW1

56 送受信制御選択

10 RTS

01 DTR

SW1

ディ ッ プ ス イ ッ チ表面は、ディ ッ プ ス イ ッ チ表面は、 透明のフ ィ ルムで湿気及び塵から 保護さ れていま す。透明のフ ィ ルムで湿気及び塵から 保護さ れていま す。

通信設定を変更する場合は、通信設定を変更する場合は、 以下の手順で行っ て く だ さ い。以下の手順で行っ て く だ さ い。

①① ケース両サイ ド のビ ス をケース両サイ ド のビ ス を 44 本取り 、本取り 、 上ケース を開ける 。上ケース を開ける 。

②② ディ ッ プ ス イ ッ チの位置は図ディ ッ プ ス イ ッ チの位置は図11 の通り です。の通り です。

③③ 表面の保護フ ィ ルムを ピ ン セッ ト 等で剥がす。表面の保護フ ィ ルムを ピ ン セッ ト 等で剥がす。

④④ ディ ッ プ ス イ ッ チを変更し て通信設定を行う 。ディ ッ プ ス イ ッ チを変更し て通信設定を行う 。

⑤⑤ 標準添付さ れている保護フ ィ ルム標準添付さ れている保護フ ィ ルム  ( (図図2) 2) を 、を 、指の油など が付かないよ う に 、指の油など が付かないよ う に 、ピ ンピ ン

セッ ト 等でディ ッ プ ス イ ッ チ表面に貼り 付ける 。セッ ト 等でディ ッ プ ス イ ッ チ表面に貼り 付ける 。

図図22：： 交換用保護フ ィ ルム交換用保護フ ィ ルム（ 添付品）（ 添付品）

※※ 本機のデイ ッ プ ス イ ッ チは本機のデイ ッ プ ス イ ッ チは DIP8PDIP8P とと DIP6PDIP6Pです。です。

添付の保護フ ィ ルムは予備を含めて添付の保護フ ィ ルムは予備を含めて DIP8PDIP8P用、用、 DIP6PDIP6P用が各用が各22枚です。枚です。

8P用 6P用

8P用 6P用



88

第３ 章　 ディ ッ プスイ ッ チの設定第３ 章　 ディ ッ プスイ ッ チの設定

補　 足補　 足 ▼終端抵抗▼終端抵抗

データ の反射を防ぐ ためにバス ラ イ ン の両端に必要です。データ の反射を防ぐ ためにバス ラ イ ン の両端に必要です。

▼▼バイ ア ス抵抗バイ ア ス抵抗

ロ ジッ ク レ ベルを安定さ せる ためにバス ラ イ ン の中のロ ジッ ク レ ベルを安定さ せる ためにバス ラ イ ン の中の 11台について設台について設

定し ま す。定し ま す。入力端子がオープ ン になっ た入力端子がオープ ン になっ た場合にロ ジッ ク レ ベルが不安場合にロ ジッ ク レ ベルが不安

定になる要素を排除し ま す。定になる要素を排除し ま す。

こ れら の設定が適切に行われていない場合には、こ れら の設定が適切に行われていない場合には、送信し ていないデー送信し ていないデー

タ を受信し たり 、タ を受信し たり 、 受信データ が化ける等の現象が起き ます。受信データ が化ける等の現象が起き ます。

◆◆ RS422RS422

12341234 はは OFFOFF、、 56785678 は、は、 ONON で使用し ま す。で使用し ま す。

出荷時の設定は、出荷時の設定は、 こ の設定と なっ ていま す。こ の設定と なっ ていま す。

◆◆ RS485 (2RS485 (2 線式バス ラ イ ン線式バス ラ イ ン ))

12341234 は、は、 ONON と し ま す。と し ま す。 56785678 は、は、 バス ラ イ ン上の設置位置によ り 異なり ま す。バス ラ イ ン上の設置位置によ り 異なり ま す。

6767 は終端の場合には終端の場合に ONON し ま す。し ま す。 6767 の両方をの両方を ONON し て下さ い。し て下さ い。

5858 は、は、 ただ一つの終端機器でただ一つの終端機器で ONON し ま す。し ま す。

TRS-T/FATRS-T/FA以外の接続機器の設定条件も考慮し て設定を行っ て下さ い。以外の接続機器の設定条件も考慮し て設定を行っ て下さ い。

◆◆ RS485 (4RS485 (4 線式バス ラ イ ン線式バス ラ イ ン ))

12341234 はは OFFOFF、、 56785678 は、は、 バス ラ イ ン上の設置位置によ り 異なり ま す。バス ラ イ ン上の設置位置によ り 異なり ま す。

終端の場合は終端の場合は 56785678 をを ONON と し ま す。と し ま す。

TRS-T/FATRS-T/FA以外の接続機器の設定条件も考慮し て設定を行っ て下さ い。以外の接続機器の設定条件も考慮し て設定を行っ て下さ い。

番号 ON OFF

1  2線式　 TXD＋,RXD＋　 ショ －ト  4線式　 TXD＋,RXD＋　 分離
2  2線式　 TXD－,RXD－　 ショ －ト  4線式　 TXD－,RXD－　 分離

3  2線式　 送受信制御  4線式　 全二重

4  2線式　 送受信制御  4線式　 全二重

5  バイ ア ス抵抗＋　 有効  バイ ア ス抵抗－　 無効

6  終端抵抗　 有効  終端抵抗　 無効

7  終端抵抗　 有効  終端抵抗　 無効

8  バイ ア ス抵抗－　 有効  バイ ア ス抵抗－　 無効

SW2



99

第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス

  第４ 章第４ 章　 コ ネ ク タ イ ン タ －フ ェ イ ス　 コ ネ ク タ イ ン タ －フ ェ イ ス

４ －２ 　４ －２ 　 RS 232CR S 23 2C イ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サ イ ンイ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サ イ ン

送送 ：： TRS-T/FATRS-T/FA から の出力信号から の出力信号

受受 ：： TRS-T/FATRS-T/FA への入力信号への入力信号

そ の他のピ ン は、そ の他のピ ン は、 未接続未接続

ピ ン番号 信号名 DTE時方向 DCE時方向 説　 明

2 RXD 受 送  受信デ－タ

3 TXD 送 受  送信デ－タ

4 DTR 送 受  DSRと 接続

5 S G － －  シグナルグ ラ ン ド

6 DSR 受 送  DTRと 接続

7 RTS 送 受  CTSと 接続

8 CTS 受 送  RTSと 接続

※※ DCEDCE配列の信号名は、配列の信号名は、機器によ っ て表記が逆のものもあり ま す。機器によ っ て表記が逆のものもあり ま す。入力、入力、出力の方出力の方

向を接続機器のマ ニ ュ ア ル等でよ く 確認し て接続し て下さ い。向を接続機器のマ ニ ュ ア ル等でよ く 確認し て接続し て下さ い。

４ －１ 　４ －１ 　 LE DLE D

◆◆ 緑緑LEDLED：： RS232CRS232C の送信の送信LED (LED (データ 送信時に点滅データ 送信時に点滅))

◆◆ 赤赤LEDLED：： RS485RS485 の送信の送信LED (LED (データ 送信時に点滅データ 送信時に点滅))
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(2)(2) 接続機器が接続機器が DTE (DTE (パソ コ ン等パソ コ ン等) ) で、で、 TRS-T/FATRS-T/FAがが DCEDCE 設定時の接続図設定時の接続図 ( (接続接続

はス ト レ ート ケーブ ルはス ト レ ート ケーブ ル ))

４ －３ 　４ －３ 　 RS23 2CRS23 2C 機器と の接続機器と の接続

(1)(1) 接続機器が接続機器が DTE (DTE (パソ コ ン等パソ コ ン等) ) で、で、 TRS-T/FATRS-T/FAがが DTEDTE 設定時の接続図設定時の接続図 ( (接続接続

はク ロ ス ケーブ ルはク ロ ス ケーブ ル ))

シ－ルド

RXD 2

1

TXD 3

DTR 4

GND 5

DSR 6

RTS 7

CTS 8

9

シ－ルド

2 RXD

1

3 TXD

4 DTR

5 GND

6 DSR

7 RTS

8 CTS

9

接続機器

ディ ッ プ ス イ ッ チ 1の設定

(出荷時のまま )

1 2 3 4 5 6

TRS-T/FA
(DTE設定) (DTE配列)

ON

OFF

シ－ルド

RXD 2

1

TXD 3

DTR 4

GND 5

DSR 6

RTS 7

CTS 8

9

シ－ルド

2 RXD

1

3 TXD

4 DTR

5 GND

6 DSR

7 RTS

8 CTS

9

ディ ッ プ ス イ ッ チ 1の設定

1 2 3 4 5 6

接続機器

(DTE配列)

TRS-T/FA
(DCE設定)

ON

OFF
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(3)(3) 接続機器が接続機器が Dsub25Dsub25ピ ンピ ン DTE (DTE (パソ コ ン 、パソ コ ン 、ワ ーク ス テーショ ン等ワ ーク ス テーショ ン等) ) で、で、TRS-T/FATRS-T/FA

がが DTEDTE設定時の接続図設定時の接続図 ( (接続はク ロ ス ケーブ ル接続はク ロ ス ケーブ ル ))

(4)(4) 接続機器が接続機器が Dsub25Dsub25ピ ンピ ン DTE (DTE (パソ コ ン 、パソ コ ン 、ワ ーク ス テーショ ン等ワ ーク ス テーショ ン等) ) で、で、TRS-T/FATRS-T/FA

がが DCEDCE設定時の接続図設定時の接続図 ( (接続はス ト レ ート ケーブ ル接続はス ト レ ート ケーブ ル ))

シ－ルド シ－ルド

2 TXD

1 F G

3 RXD

4 RTS

5 CTS

6 DSR

7 GND

8 CTS

20 DTR

ディ ッ プ スイ ッ チ 1の設定

(出荷時のまま )

1 2 3 4 5 6

RXD 2

TXD 3

DTR 4

GND 5

DSR 6

RTS 7

CTS 8

TRS-T/FA
(DTE設定)

接続機器

(DTE配列)

ON

OFF

シ－ルド シ－ルド

2 TXD

1 F G

3 RXD

4 RTS

5 CTS

6 DSR

7 GND

8 CTS

20 DTR

ディ ッ プ ス イ ッ チ 1の設定

1 2 3 4 5 6

RXD 2

TXD 3

DTR 4

GND 5

DSR 6

RTS 7

CTS 8

接続機器

(DTE配列)

TRS-T/FA
(DCE設定)

ON

OFF
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４ －４ 　４ －４ 　 RS422RS422//RS485RS485 ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

端子のネジは、端子のネジは、 M3.0M3.0 です。です。 使用するケーブ ルは以下のものを ご使用下さ い。使用するケーブ ルは以下のものを ご使用下さ い。

許容定格断面積許容定格断面積

単線単線：： 0.140.14 ～～1.5mm1.5mm22

撚線撚線：： 0.10.1 ～～1mm1mm22

AWGAWG：： 2626 ～～1616 ケーブ ルの被覆は、ケーブ ルの被覆は、 5mm5mm 剥いてネジ止めし ま す。剥いてネジ止めし ま す。

尚、尚、 撚線の場合、撚線の場合、 剥いだ部分の半田付けは端子台取り 付けには適し ま せんので、剥いだ部分の半田付けは端子台取り 付けには適し ま せんので、 UU

字、字、 OO字圧着端子等を ご使用下さ い。字圧着端子等を ご使用下さ い。

ピ ン番号 信号名 方向 説　 明

1 TXD＋ 出力／入出力  4線式送信デ－タ 　 ＋／2線式送受信デ－タ 　 ＋
2 TXD－ 出力／入出力  4線式送信デ－タ 　 －／2線式送受信デ－タ 　 －
3 RXD＋ 入力  4線式受信デ－タ 　 ＋ (2線式はNC)
4 RXD－ 入力  4線式受信デ－タ 　 － (2線式はNC)
5 F G　 －  フ レ－ムグ ラ ン ド
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第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス

４ －５ 　４ －５ 　 RS422RS422//RS485RS485 の接続と 設定の接続と 設定

(1)(1) RS422RS422

ディ ッ プ ス イ ッ チディ ッ プ ス イ ッ チ 22 は、は、 12341234 はは OFFOFF、、 56785678 はは ONON で使用し ま す。で使用し ま す。

相手装置と は図の様に結線し ま す。相手装置と は図の様に結線し ま す。

RS422RS422 は全二重での送受信が可能です。は全二重での送受信が可能です。

(2)(2) RS485  (2RS485  (2 線式バス ラ イ ン線式バス ラ イ ン ))

デ ィ ッ プ ス イ ッ チディ ッ プ ス イ ッ チ 22 は、は、 12341234 はは ONON、、 56785678 は接続の位置関係で異なり ま す。は接続の位置関係で異なり ま す。

図には３ 種類の状態を示し てあり ま す。図には３ 種類の状態を示し てあり ま す。 接続さ れる他の接続さ れる他の RS485RS485 機器の終端抵抗機器の終端抵抗

やバイ ア ス抵抗を考慮し て設定し て下さ い。やバイ ア ス抵抗を考慮し て設定し て下さ い。

接続する RS422機器

ディ ッ プ ス イ ッ チ 2

1 2 3 4 5 6 7 8

TRS-T/FA

TXD＋

TXD－

RXD＋

RXD－

F G

TXD＋

TXD－

RXD＋

RXD－

F G

ON

OFF

5678はON

終端抵抗あり

バイ アス抵抗あり

5678はOFF

終端抵抗なし

バイ アス抵抗なし

5,8はOFF、 6,7はON

終端抵抗あり

バイ アス抵抗なし

TXD＋ TXD－ TXD＋ TXD－ TXD＋ TXD－

終端にある場合の 接続する

RS485機器

中間にある場合の

もう 一方の終端に

ある場合の

TRS-T/FA TRS-T/FA TRS-T/FA

最大32台

接続可能

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

TXD＋ TXD－
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送受信制御は、送受信制御は、ディ ッ プ ス イ ッ チ １ のディ ッ プ ス イ ッ チ １ の 5656の設定によ り 、の設定によ り 、 RS232CRS232C側に接続し ている側に接続し ている

相手機器の相手機器の RTSRTSある いは、ある いは、 DTRDTR信号で行います。信号で行います。

▼▼ RS485RS485 からから RS232CRS232C へ受信する場合へ受信する場合

制御信号入力に制御信号入力に HiHi を 入力する と 、を入力する と 、 RS485RS485 から の受信を可能にし ま す。から の受信を可能にし ま す。

▼▼ RS232CRS232C からから RS485RS485 へ送信する場合へ送信する場合

制御信号入力に制御信号入力に LowLow を入力する と 、を入力する と 、 RS485RS485 への送信を可能にし ま す。への送信を可能にし ま す。

RS485 2RS485 2 線式バス ラ イ ン方式で通信を行う 場合、線式バス ラ イ ン方式で通信を行う 場合、 ラ イ ン に接続さ れた各装置の中でラ イ ン に接続さ れた各装置の中で

同時に送信を行えるのは同時に送信を行えるのは 11 台のみです。台のみです。

送信以外の装置は一斉に同じ データ を受信し ま す。送信以外の装置は一斉に同じ データ を受信し ま す。

こ れを実現するためにト ーク ン を用意する様にシス テムを構築し て下さ い。こ れを実現するためにト ーク ン を用意する様にシス テムを構築し て下さ い。

すなわち 、すなわち 、 ラ イ ン中に送信でき る装置は同時にはただラ イ ン中に送信でき る装置は同時にはただ 11 つのみと し て 、つのみと し て 、 送信が完了送信が完了

する と 次の装置へト ーク ン を渡す様なプ ロ ト コ ルを作成し ま す。する と 次の装置へト ーク ン を渡す様なプ ロ ト コ ルを作成し ま す。

こ の様にする こ と で送信し ている装置を ただ一つと し 、こ の様にする こ と で送信し ている装置を ただ一つと し 、 送信の衝突を防止し ま す。送信の衝突を防止し ま す。

尚尚、、 22 台以上が同時に送信を行っ た場合には、台以上が同時に送信を行っ た場合には、 そ の時のデータ は保証さ れま せん。そ の時のデータ は保証さ れま せん。

((データ が抜けるデータ が抜ける ))

(3)(3) RS485 (4RS485 (4 線式バス ラ イ ン線式バス ラ イ ン ))

デ ィ ッ プ ス イ ッ チディ ッ プ ス イ ッ チ 22 は、は、 12341234 はは OFFOFF、、 56785678 は接続の位置関係で異なり ま す。は接続の位置関係で異なり ま す。

終端で使用する場合は終端で使用する場合は 56785678 はは ONON と し ま す。と し ま す。

図はマ ス タ と し て終端で使用する例です。図はマ ス タ と し て終端で使用する例です。

1 2 3 4 5 6 7 8

終端抵抗あり

バイ ア ス抵抗あり の設定

終端抵抗あり の設定

最大32台接続可能

(MASTER)

TXD＋ TXD－ RXD＋ RXD－

TRS-T/FA RS422機器

(SLAVE)

TXD＋ TXD－ RXD＋ RXD－

RS422機器

(SLAVE)

TXD＋ TXD－ RXD＋ RXD－

ON

OFF
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４ －６ 　４ －６ 　 RS422RS422//RS485RS485 ケ ー ブ ル に つ いてケ ー ブ ルに つ いて

RS422RS422 ケーブ ルはケーブ ルは､､特に指定はあり ま せんが特に指定はあり ま せんが､AWG24､AWG24～～26､26､線径線径0.40.4～～0.70.7程度のも程度のも

のが通信用と し て適し ま す。のが通信用と し て適し ま す。

TRS-T/FATRS-T/FAをを 22台使用し台使用し ､､上記スペッ ク 許容内のケーブ ル上記スペッ ク 許容内のケーブ ル  (0.65mm)  (0.65mm) に てにて ､､通信速度通信速度

115.2Kbps115.2Kbps　 通信距離　 通信距離1000m1000mで双方向通信テス ト を実施し てノ ーエ ラ ーを確認し てで双方向通信テス ト を実施し てノ ーエ ラ ーを確認し て

いま す。いま す。

RS422RS422イ ン タ ーフ ェ イ スはイ ン タ ーフ ェ イ スは､DTE､DCE､DTE､DCEと いう 区別があり ま せん。と いう 区別があり ま せん。し たがっ てし たがっ て ､､相手機相手機

器と の結線は器と の結線は､､必ずク ロ スの形態と なり ま す。必ずク ロ スの形態と なり ま す。

接続さ れる接続さ れる RS232CRS232C機器の配列に関わら ず機器の配列に関わら ず､､下記に示す結線を し て下さ い。下記に示す結線を し て下さ い。

TRS-T/FATRS-T/FA はは､FG､FG 端子のケーブ ルシールド への結線、端子のケーブ ルシールド への結線、 ケーブ ルシールド のア ーケーブ ルシールド のア ー

ス 処理が適切に行われて いない と サージア ブ ソ ーバの機能が働き ま せん 。ス 処理が適切に行われて いない と サージア ブ ソ ーバの機能が働き ま せん 。 ま たま た ､､

RS422RS422 ラ イ ン の対ノ イ ズ性も低下し ま す。ラ イ ン の対ノ イ ズ性も低下し ま す。 次頁の図を参照し ながら次頁の図を参照し ながら ､､ケーブ ルの結ケーブ ルの結

線線､､ア ース処理を行っ て下さ い。ア ース処理を行っ て下さ い。

①① 接続さ れる機器が双方と もア ース処理接続さ れる機器が双方と もア ース処理､､およ びおよ びFGFG端子の結線が行われていない場端子の結線が行われていない場

合は合は､､下図のと おり にシールド を ア ース処理し ま す。下図のと おり にシールド を ア ース処理し ま す。

②② 片側のパソ コ ン がア ース処理がさ れており 、片側のパソ コ ン がア ース処理がさ れており 、 TRS-T/FATRS-T/FAのの RS232CRS232C 側１ 番ピ側１ 番ピ

ン が結線さ れている場合はン が結線さ れている場合は､､ケーブ ルシールド のア ース処理は必要あり ま せん。ケーブ ルシールド のア ース処理は必要あり ま せん。

③③ 接続さ れる機器のど ち ら も ア ース処理がさ れており接続さ れる機器のど ち ら も ア ース処理がさ れており TRS-T/FATRS-T/FAのの RS232CRS232C 側側

11番ピ ン が結線さ れている場合は番ピ ン が結線さ れている場合は､､ケーブ ルシールド の片側はオープ ン にし ま す。ケーブ ルシールド の片側はオープ ン にし ま す。

((ア ース のア ースの 22点処理を防ぐ 為点処理を防ぐ 為))

TXD+

TXD-

RXD+

RXD-

F G

(他機器)

TXD+

TXD-

RXD+

RXD-

F G

シ－ル ド FG端子の結線

シ－ル ド の ア －ス 処理は確実に 行い ま す 。

②、 ③の場合は、 ア －ス 処理の必要はあ り ま せん 。

③の場合は、 片側を

オ －プ ン に し ま す 。

TRS-T/FA
TRS-T/FA
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保証規定保証規定

11 当社製品は、当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、保証期間内に万一故障し保証期間内に万一故障し

た場合、た場合、無償にて修理さ せていただき ま す。無償にて修理さ せていただき ま す。 お買い求めいただいた製品は、お買い求めいただいた製品は、 受領後直ちに受領後直ちに

梱包を開け、梱包を開け、 検収を お願い致し ま す。検収を お願い致し ま す。

こ の製品の保証期間は、こ の製品の保証期間は、 当社発送日よ り当社発送日よ り ５ カ 年５ カ 年です。です。

保証期間は保証期間は､､製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。

保証書はござ いま せん。保証書はござ いま せん。

なお、なお、 本製品のハード ウ エ ア 部分の修理に限ら せていただ き ま す。本製品のハード ウ エ ア 部分の修理に限ら せていただ き ま す。

22 万一当社製品に万一当社製品に RoHSRoHS 指令基準値を超える六物質指令基準値を超える六物質 ( (鉛、鉛、 水銀、水銀、 カ ド ムウ ム、カ ド ムウ ム、 六価ク ロ ム、六価ク ロ ム、

PBBPBB、、 PBDE) PBDE) が含まれていた場合は、が含まれていた場合は、 購入後購入後11 年以内に限り 製品の交換も し く は、年以内に限り 製品の交換も し く は、 部品部品

に含有し ていた場合はそ の部品のみの交換に含有し ていた場合はそ の部品のみの交換 ( (修理修理) ) と なり ま す。と なり ま す。

保証の総額は製品価格が限度と なり ま す。保証の総額は製品価格が限度と なり ま す。

33 本製品の故障、本製品の故障、 ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、間接の障害について、間接の障害について、 当社はそ の責当社はそ の責

任を負わないも のと し ま す。任を負わないも のと し ま す。

44 次のよ う な場合には、次のよ う な場合には、 保証期間内でも有償修理になり ま す。保証期間内でも有償修理になり ま す。

(1)(1) お買い上げ後の輸送、お買い上げ後の輸送、 移動時の落下、移動時の落下、 衝撃等で生じ た故障およ び損傷。衝撃等で生じ た故障およ び損傷。

(2)(2) ご使用上の誤り 、ご使用上の誤り 、 ある いは改造、ある いは改造、 修理によ る故障およ び損傷。修理によ る故障およ び損傷。

(3)(3) 火災、火災、 地震、地震、 落雷等の災害、落雷等の災害、 あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障およあるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障およ

び損傷。び損傷。

(4)(4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障およ び損傷。当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障およ び損傷。

55 無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。補修用部品の保有期間は原則製補修用部品の保有期間は原則製

造終了後造終了後55 年間です。年間です。

なお、なお、 こ の期間内であっ ても 、こ の期間内であっ ても 、 補修部品の在庫切れ、補修部品の在庫切れ、 部品メ ーカ の製造中止など によ り 修部品メ ーカ の製造中止など によ り 修

理でき ない場合があり ま す。理でき ない場合があり ま す。

66 次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。 PCBPCB基板全損、基板全損、 ICIC 全損など 、全損など 、 故障故障

状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。

77 製品故障の場合、製品故障の場合、出張修理は致し ており ま せん。出張修理は致し ており ま せん。当社あるいは販売店への持ち込み修理と当社あるいは販売店への持ち込み修理と

なり ま す。なり ま す。

88 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内においてのみ有効です。日本国内においてのみ有効です。
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